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◎
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
新
旧
対
照
表 

○
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
十
七
号
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 
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正 
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行 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

目
次 第

一
章
・
第
二
章 

〔
略
〕 

第
三
章 

概
要
調
査
地
区
等
の
選
定
（
第
六
条
―
第
十
条
） 

第
三
章
の
二 

発
電
用
原
子
炉
の
運
転
の
禁
止
等
（
第
十
条
の
二
） 

第
四
章
～
第
八
章 

〔
略
〕 

附
則 

 

（
基
本
方
針
） 

第
三
条 

〔
略
〕 

２ 

基
本
方
針
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

一 

特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
の
基
本
的
方
向
に
関
す
る
次
に
掲
げ

る
事
項 

 
 

イ 

最
終
処
分
施
設
設
置
区
域
（
最
終
処
分
施
設
を
設
置
す
る
た
め
の
単
位

と
な
る
区
域
と
し
て
、
旧
一
般
電
気
事
業
者
（
電
気
事
業
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
一
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
前
の
電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
（
ロ

に
お
い
て
「
旧
電
気
事
業
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
第
二
号
の
一

般
電
気
事
業
者
を
い
う
。
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
供
給
区
域
を
勘
案
し

目
次 第

一
章
・
第
二
章 

〔
略
〕 

第
三
章 

概
要
調
査
地
区
等
の
選
定
（
第
六
条
―
第
十
条
） 

 

〔
新
設
〕 

第
四
章
～
第
八
章 

〔
略
〕 

附
則 

 

（
基
本
方
針
） 

第
三
条 

〔
略
〕 

２ 

基
本
方
針
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

一 

特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
の
基
本
的
方
向 

  

〔
新
設
〕 
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て
全
国
の
区
域
（
沖
縄
県
の
区
域
を
除
く
。
）
を
分
け
て
設
定
す
る
区
域

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
） 

 

ロ 
次
の

又
は

に
掲
げ
る
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
に
伴
っ
て
生
じ
た

使
用
済
燃
料
の
再
処
理
等
を
行
っ
た
後
に
生
じ
る
特
定
放
射
性
廃
棄
物

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

又
は

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
最
終
処
分
を

行
う
こ
と
を
原
則
と
す
る
こ
と
そ
の
他
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処

分
に
関
し
て
基
本
と
な
る
べ
き
事
項 

 

旧
一
般
電
気
事
業
者
で
あ
っ
た
発
電
事
業
者
（
電
気
事
業
法
第
二
条

第
一
項
第
十
五
号
の
発
電
事
業
者
を
い
う
。

及
び

に
お
い
て
同

じ
。
）
で
あ
る
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
（
当
該
旧
一
般
電
気
事
業
者
の

発
電
事
業
（
電
気
事
業
法
第
二
条
第
一
項
第
十
四
号
の
発
電
事
業
を
い

う
。

に
お
い
て
同
じ
。
）
を
譲
り
受
け
、
又
は
承
継
し
た
発
電
事
業

者
で
あ
る
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
を
含
む
。
）
が
設
置
し
、
又
は
設
置

し
て
い
た
発
電
用
原
子
炉 

当
該
旧
一
般
電
気
事
業
者
の
供
給
区
域

に
係
る
最
終
処
分
施
設
設
置
区
域
に
設
置
さ
れ
た
最
終
処
分
施
設
に

お
い
て
最
終
処
分
を
行
う
こ
と
。 

 

旧
卸
電
気
事
業
者
（
旧
電
気
事
業
法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
の
卸
電

気
事
業
者
を
い
う
。

に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
っ
た
発
電
事
業
者
で

あ
る
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
（
当
該
旧
卸
電
気
事
業
者
の
発
電
事
業
を

譲
り
受
け
、
又
は
承
継
し
た
発
電
事
業
者
で
あ
る
発
電
用
原
子
炉
設
置

者
を
含
む
。
）
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
が
設
置

し
、
又
は
設
置
し
て
い
た
発
電
用
原
子
炉 

こ
れ
ら
の
者
に
よ
る
小
売

電
気
事
業
者
（
電
気
事
業
法
第
二
条
第
一
項
第
三
号
の
小
売
電
気
事
業

 

 

 

〔
新
設
〕 
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者
を
い
う
。

に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
す
る
電
気
の
供
給
量
の
う
ち

当
該
小
売
電
気
事
業
者
の
最
終
処
分
施
設
設
置
区
域
ご
と
の
電
気
の

供
給
量
に
応
じ
た
量
に
応
じ
て
、
当
該
最
終
処
分
施
設
設
置
区
域
に
設

置
さ
れ
た
最
終
処
分
施
設
に
お
い
て
最
終
処
分
を
行
う
こ
と
。 

二
～
七 

〔
略
〕 

３
・
４ 

〔
略
〕 

５ 

最
終
処
分
施
設
設
置
区
域
の
全
部
又
は
一
部
を
そ
の
区
域
に
含
む
都
道
府

県
及
び
市
町
村
は
、
当
該
最
終
処
分
施
設
設
置
区
域
と
他
の
最
終
処
分
施
設
設

置
区
域
と
の
合
併
に
つ
い
て
、
そ
の
全
部
の
同
意
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、

当
該
他
の
最
終
処
分
施
設
設
置
区
域
の
全
部
又
は
一
部
を
そ
の
区
域
に
含
む

都
道
府
県
及
び
市
町
村
と
協
議
の
上
、
そ
の
全
部
の
同
意
を
得
た
と
き
は
、
経

済
産
業
大
臣
に
対
し
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
最
終
処
分
施
設
設
置

区
域
の
改
定
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。 

６ 

経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
が
あ
っ
た
と
き
そ
の
他
第
二

項
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
は
、
基
本
方
針
を
改
定
す

る
も
の
と
す
る
。 

７ 

〔
略
〕 

 

（
最
終
処
分
計
画
） 

第
四
条 

〔
略
〕 

２
～
４ 

〔
略
〕 

〔
削
除
〕 

 

    

二
～
七 

〔
略
〕 

３
・
４ 

〔
略
〕 

 

〔
新
設
〕 

      

５ 

経
済
産
業
大
臣
は
、
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
す
る
必
要
が
生
じ
た
と

き
は
、
基
本
方
針
を
改
定
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

６ 

〔
略
〕 

 

（
最
終
処
分
計
画
） 

第
四
条 

〔
略
〕 

２
～
４ 
〔
略
〕 

５ 

経
済
産
業
大
臣
は
、
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
概
要
調
査
地
区
等
の
所
在
地

を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
概
要
調
査
地
区
等
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
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  ５ 

〔
略
〕 

６ 

第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
最
終
処
分
計
画

の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 

（
概
要
調
査
地
区
の
選
定
） 

第
六
条 

機
構
は
、
概
要
調
査
地
区
を
選
定
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
最
終
処
分

計
画
及
び
当
該
機
構
の
承
認
実
施
計
画
（
前
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
承

認
を
受
け
た
実
施
計
画
を
い
い
、
同
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
承
認
が
あ

っ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
。
以
下
同
じ
。
）
に
従
い
、
次
に
掲
げ
る

事
項
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
文
献
そ
の
他
の
資
料
に
よ
る
調
査
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
文
献
調
査
」
と
い
う
。
）
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一
～
三 

〔
略
〕 

２ 

機
構
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
文
献
調
査
を
行
う
と
き
は
、
当
該
文
献
調
査
の

対
象
と
な
っ
た
地
区
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
八
十
四
条
の
二
に
お
い
て
「
文
献

調
査
対
象
地
区
」
と
い
う
。
）
の
全
部
又
は
一
部
を
そ
の
区
域
に
含
む
都
道
府

県
及
び
市
町
村
は
、
当
該
文
献
調
査
の
実
施
に
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

文
献
調
査
対
象
地
区
の
全
部
又
は
一
部
を
そ
の
区
域
に
含
む
都
道
府
県
及

び
市
町
村
は
、
文
献
調
査
の
実
施
及
び
概
要
調
査
地
区
の
選
定
に
関
し
必
要
な

協
議
を
行
う
た
め
の
協
議
会
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
概
要
調
査
地
区
選
定

協
議
会
」
と
い
う
。
）
を
組
織
す
る
も
の
と
す
る
。 

４ 

概
要
調
査
地
区
選
定
協
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
も
っ
て
構
成
す
る
。 

都
道
府
県
知
事
及
び
市
町
村
長
の
意
見
を
聴
き
、
こ
れ
を
十
分
に
尊
重
し
て
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

〔
略
〕 

７ 

第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
最
終
処
分
計
画

の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 

（
概
要
調
査
地
区
の
選
定
） 

第
六
条 

機
構
は
、
概
要
調
査
地
区
を
選
定
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
最
終
処
分

計
画
及
び
当
該
機
構
の
承
認
実
施
計
画
（
前
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
承

認
を
受
け
た
実
施
計
画
を
い
い
、
同
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
承
認
が
あ

っ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
。
以
下
同
じ
。
）
に
従
い
、
次
に
掲
げ
る

事
項
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
文
献
そ
の
他
の
資
料
に
よ
る
調
査
（
次
項
に

お
い
て
「
文
献
調
査
」
と
い
う
。
）
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一
～
三 

〔
略
〕 

〔
新
設
〕 

   

〔
新
設
〕 

   

〔
新
設
〕 
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一 

当
該
都
道
府
県
の
知
事
及
び
当
該
市
町
村
の
長 

二 
当
該
市
町
村
に
隣
接
す
る
こ
と
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当

す
る
都
道
府
県
の
知
事
及
び
当
該
要
件
に
該
当
す
る
市
町
村
の
長 

三 

関
係
住
民
、
学
識
経
験
者
そ
の
他
の
当
該
都
道
府
県
又
は
市
町
村
が
必
要

と
認
め
る
者 

５ 

概
要
調
査
地
区
選
定
協
議
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
国
の
行

政
機
関
の
長
、
機
構
及
び
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
に
対
し
、
資
料
の
提
供
、
意

見
の
開
陳
、
説
明
そ
の
他
の
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

６ 

概
要
調
査
地
区
選
定
協
議
会
に
お
い
て
協
議
が
調
っ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、

概
要
調
査
地
区
選
定
協
議
会
の
構
成
員
は
、
そ
の
協
議
の
結
果
を
尊
重
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

７ 

前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
概
要
調
査
地
区
選
定
協
議
会
の
運
営
に
関

し
必
要
な
事
項
は
、
概
要
調
査
地
区
選
定
協
議
会
が
定
め
る
。 

８ 

機
構
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
文
献
調
査
を
行
っ
た
と
き
は
、
概
要
調
査

地
区
選
定
協
議
会
の
協
議
の
結
果
及
び
当
該
文
献
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
経

済
産
業
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
文
献
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
文

献
調
査
対
象
地
区
の
う
ち
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
と
認
め

る
も
の
の
中
か
ら
概
要
調
査
地
区
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一
～
三 

〔
略
〕 

９ 

〔
略
〕 

 

（
精
密
調
査
地
区
の
選
定
） 

第
七
条 

〔
略
〕 

     

〔
新
設
〕 

  

〔
新
設
〕 

  

〔
新
設
〕 

 ２ 

機
構
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
文
献
調
査
を
行
っ
た
と
き
は
、
そ
の
結
果
に

基
づ
き
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
文
献
調
査
の
対
象

と
な
っ
た
地
区
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
文
献
調
査
対
象
地
区
」
と
い
う
。
）

の
う
ち
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
も
の
の
中
か
ら

概
要
調
査
地
区
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一
～
三 

〔
略
〕 

３ 
〔
略
〕 

 

（
精
密
調
査
地
区
の
選
定
） 

第
七
条 

〔
略
〕 
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２ 

概
要
調
査
地
区
の
全
部
又
は
一
部
を
そ
の
区
域
に
含
む
都
道
府
県
及
び
市

町
村
は
、
概
要
調
査
の
実
施
及
び
精
密
調
査
地
区
の
選
定
に
関
し
必
要
な
協
議

を
行
う
た
め
の
協
議
会
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
精
密
調
査
地
区
選
定
協
議

会
」
と
い
う
。
）
を
組
織
す
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

前
条
第
四
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
精
密
調
査
地
区
選
定
協
議
会
に

つ
い
て
準
用
す
る
。 

４ 

機
構
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
概
要
調
査
を
行
っ
た
と
き
は
、
精
密
調
査

地
区
選
定
協
議
会
の
協
議
の
結
果
及
び
当
該
概
要
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
経

済
産
業
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
概
要
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
概

要
調
査
地
区
の
う
ち
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
も

の
の
中
か
ら
精
密
調
査
地
区
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一
・
二 

〔
略
〕 

三 

当
該
対
象
地
層
等
内
に
活
断
層
、
破
砕
帯
又
は
地
下
水
の
水
流
が
あ
る
と

き
は
、
こ
れ
ら
が
坑
道
そ
の
他
の
地
下
の
施
設
（
次
条
第
四
項
各
号
に
お

い
て
「
地
下
施
設
」
と
い
う
。
）
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
少
な
い

と
見
込
ま
れ
る
こ
と
。 

四 

〔
略
〕 

５ 

前
条
第
九
項
の
規
定
は
、
精
密
調
査
地
区
の
選
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 

（
最
終
処
分
施
設
建
設
地
の
選
定
） 

第
八
条 

〔
略
〕 

２ 

精
密
調
査
地
区
の
全
部
又
は
一
部
を
そ
の
区
域
に
含
む
都
道
府
県
及
び
市

町
村
は
、
精
密
調
査
の
実
施
及
び
最
終
処
分
施
設
建
設
地
の
選
定
に
関
し
必
要

 

〔
新
設
〕 

    

〔
新
設
〕 

 

２ 

機
構
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
概
要
調
査
を
行
っ
た
と
き
は
、
そ
の
結
果
に

基
づ
き
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
概
要
調
査
の
対
象

と
な
っ
た
概
要
調
査
地
区
の
う
ち
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る

と
認
め
る
も
の
の
中
か
ら
精
密
調
査
地
区
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一
・
二 

〔
略
〕 

三 

当
該
対
象
地
層
等
内
に
活
断
層
、
破
砕
帯
又
は
地
下
水
の
水
流
が
あ
る
と

き
は
、
こ
れ
ら
が
坑
道
そ
の
他
の
地
下
の
施
設
（
次
条
第
二
項
各
号
に
お

い
て
「
地
下
施
設
」
と
い
う
。
）
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
少
な
い

と
見
込
ま
れ
る
こ
と
。 

四 

〔
略
〕 

３ 

前
条
第
三
項
の
規
定
は
、
精
密
調
査
地
区
の
選
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 
（
最
終
処
分
施
設
建
設
地
の
選
定
） 

第
八
条 
〔
略
〕 

〔
新
設
〕 
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な
協
議
を
行
う
た
め
の
協
議
会
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
最
終
処
分
施
設
建

設
地
選
定
協
議
会
」
と
い
う
。
）
を
組
織
す
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

第
六
条
第
四
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
最
終
処
分
施
設
建
設
地
選
定

協
議
会
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

４ 

機
構
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
精
密
調
査
を
行
っ
た
と
き
は
、
最
終
処
分

施
設
建
設
地
選
定
協
議
会
の
協
議
の
結
果
及
び
当
該
精
密
調
査
の
結
果
に
基

づ
き
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
精
密
調
査
の
対
象
と

な
っ
た
精
密
調
査
地
区
の
う
ち
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
と

認
め
る
も
の
の
中
か
ら
最
終
処
分
施
設
建
設
地
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

一
～
四 

〔
略
〕 

５ 

第
六
条
第
九
項
の
規
定
は
、
最
終
処
分
施
設
建
設
地
の
選
定
に
つ
い
て
準
用

す
る
。 

 

（
最
終
処
分
施
設
の
設
置
） 

第
九
条 

機
構
は
、
前
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
最
終

処
分
施
設
建
設
地
に
お
い
て
、
最
終
処
分
施
設
を
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
三
章
の
二 

発
電
用
原
子
炉
の
運
転
の
禁
止
等 

第
十
条
の
二 

経
済
産
業
大
臣
は
、
最
終
処
分
施
設
設
置
区
域
に
お
け
る
概
要
調

査
地
区
等
の
選
定
に
つ
い
て
、
そ
の
続
行
が
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合

と
し
て
政
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
最
終
処
分

施
設
設
置
区
域
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
者
に

  

〔
新
設
〕 

 ２ 

機
構
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
精
密
調
査
を
行
っ
た
と
き
は
、
そ
の
結
果
に

基
づ
き
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
精
密
調
査
の
対
象

と
な
っ
た
精
密
調
査
地
区
の
う
ち
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る

と
認
め
る
も
の
の
中
か
ら
最
終
処
分
施
設
建
設
地
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

 

一
～
四 

〔
略
〕 

３ 

第
六
条
第
三
項
の
規
定
は
、
最
終
処
分
施
設
建
設
地
の
選
定
に
つ
い
て
準
用

す
る
。 

 

（
最
終
処
分
施
設
の
設
置
） 

第
九
条 

機
構
は
、
前
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
最
終

処
分
施
設
建
設
地
に
お
い
て
、
最
終
処
分
施
設
を
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

〔
新
設
〕 

〔
新
設
〕 
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対
し
、
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 
前
項
に
規
定
す
る
者
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
経

済
産
業
省
令
で
定
め
る
期
間
に
お
い
て
、
そ
の
設
置
す
る
発
電
用
原
子
炉
の
運

転
を
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

（
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
財
政
上
の
措
置
等
） 

第
八
十
四
条
の
二 

最
終
処
分
施
設
設
置
区
域
の
全
部
又
は
一
部
を
そ
の
区
域

に
含
む
都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
当
該
最
終
処
分
施
設
設
置
区
域
に
お
け
る

文
献
調
査
対
象
地
区
及
び
概
要
調
査
地
区
等
並
び
に
こ
れ
ら
の
周
辺
の
地
域

の
住
民
の
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
に
必
要
な
財
政
上
の
措
置
そ
の
他
の
措

置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
八
十
七
条 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又

は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。 

一 

第
十
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者 

二
・
三 

〔
略
〕 

  

〔
新
設
〕 

   

 

〔
新
設
〕 

     

第
八
十
七
条 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又

は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。 

〔
新
設
〕 

一
・
二 

〔
略
〕 
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○
発
電
用
施
設
周
辺
地
域
整
備
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
七
十
八
号
）
（
附
則
第
三
項
関
係
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

改 
 

 

正 
 

 

案 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

現 
 

 
 

 
 

行 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
発
電
用
施
設
」
と
は
、
原
子
力
発
電
施
設
、
水

力
発
電
施
設
若
し
く
は
地
熱
発
電
施
設
又
は
火
力
発
電
施
設
（
沖
縄
県
の
区
域

に
設
置
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
で
、
政
令
で
定
め
る
者
が
設
置
す
る
政
令
で

定
め
る
規
模
以
上
の
も
の
及
び
原
子
力
発
電
に
使
用
さ
れ
る
核
燃
料
物
質
の

再
処
理
施
設
そ
の
他
の
原
子
力
発
電
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
施
設
（
特
定
放

射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
十
七
号
）

第
二
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
最
終
処
分
施
設
を
除
く
。
）
で
、
政
令
で
定
め

る
も
の
を
い
う
。 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
発
電
用
施
設
」
と
は
、
原
子
力
発
電
施
設
、
水

力
発
電
施
設
若
し
く
は
地
熱
発
電
施
設
又
は
火
力
発
電
施
設
（
沖
縄
県
の
区
域

に
設
置
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
で
、
政
令
で
定
め
る
者
が
設
置
す
る
政
令
で

定
め
る
規
模
以
上
の
も
の
及
び
原
子
力
発
電
に
使
用
さ
れ
る
核
燃
料
物
質
の

再
処
理
施
設
そ
の
他
の
原
子
力
発
電
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
施
設
で
、
政
令

で
定
め
る
も
の
を
い
う
。 

 
 

 
  


